
第五回 山陽小野田市新型コロナウイルス対策本部会議 

日時：令和２年３月１７日（火曜日）１０時から 

場所：山陽小野田市役所 ３階 大会議室  

＜次第＞ 

１ 開会 

２ 議事 

（１） 新型コロナウイルス感染症への対応について

・現在の状況、対応等について（各課）

・４月以降の主催行事、施設の利用について

・公共施設の４月以降の申請者による利用中止に対する使

用料還付の取り扱いについて

・本市での取組み、支援策について

・市広報４月１日号掲載内容の確認について

（２） その他

３ 閉会 





WHO 、パンデミックを宣言

局長、対策強化促す

テドロス事務

毎日新聞2020年3月12日01時53分（最終更新3月12日12時50分）

世界保健機関(WHO)のテドロス事務局長は11日、新型コロナウイルスによる肺炎
の感染拡大について、世界的な大流行を意味する「パンデミックと呼べる状態だ」と述
べた。各国に、ウイルスの感染拡大を抑え込むための対策の強化を促した。

WHOの基準では、インフルエンザ以外の感染症でパンデミックを宣言する枠組みを
持たないが、テドロス氏は今回、世界規模の感染の拡大を受けて例外的に宣言した。

WHOは1月30日に「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」(PHEIC)に該
当すると宣言した。ウイルスの早期発見などの措置を各国に求めたが、渡航制限な
どは要請しなかった。

WHOはインフルエンザに対してのみ、感染の状況が最も高い警戒水準に達した場
合に「パンデミック期」を宣言し、製薬会社にワクチンの増産などを勧告する。

パンデミック宣言は2009年に新型として流行したH1N1型インフルエンザでも出さ
れたが、感染力が強い一 方で弱毒性だったため、社会に混乱を招いたとしてWHOが
制度を見直した経緯がある。
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現在の発生状況及び本県の取組について 1 資料 1

(1)感染者数等（厚生労働省公表数字）

ア全世界(3/11 12:00現在）【日本を除く】
（人）

中国国内 80,778 
患者数 117,364 

中国以外(107カ国・地域） 36,586 

中国国内 3, 158 
死亡者数 4,274 

中国以外 1, 116 

3/11、 WHO は「パンデミック（世界的大流行）と表現できるとの判断に至った」と表明

イ日本国内(3/11 12: 00現在）
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①国内発生事例 9,195 552 60 492 
（⑳余く）

②チャ ー タ ー機 829 15 4 11 

合計 10,024 567 64 503 

※ 3/12までに、 3 3都道府県で発生
神奈l1眼東京都、 愛知県、 奈良県、 北海道
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山口県、 愛媛県、 宮崎県、 山梨県、 秋田県
広島県、 群馬県、 福島県
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総務課 73 L 2350 枚

健康増進課 0 L 3000 枚

教育総務課 70 L 600 枚

合計 143 L 5950 枚

消毒液 マスク

消毒液、マスク　在庫一覧（備蓄分）　 　3/16現在

月日
健康相談
（体調不良）

医療体制
（受診方法）

予防・治療
（手洗い等）

施設利用
可否等

イベント・行
事関連

苦情 その他 計

3/1
～
3/16

3 2 0 9 8 1 11 34

新型コロナウイルス関連問合せ等 3/16現在
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学
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保
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融
資

中
小
企
業
長
期
経
営
安
定
資
金
融
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ウ
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ス
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策
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新
設

現
行
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け
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月
1
2
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光
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融
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中
小
企
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が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
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け
る
際
の
保
証
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全
額

補
助

新
設
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け
3
月
1
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山
口
県

物
品

保
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介
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国
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物
品
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象
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人
／
１
人
５
枚
）

個
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3
月
1
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萩
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融
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証
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３
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も
全
額
補
助
）

新
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融
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拡
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設
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1
.3
％
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現
行
事
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者
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け
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月
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部
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ロ
ボ
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ッ
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疑
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検
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日
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報告事項（市民部関係） 

○住民基本台帳事務等の取扱いについて（市民課）

今後、住民異動の繁忙期を迎えることから、新型コロナウイルス感染症

の拡大防止の観点から、当面の緊急措置として、下記により住民基本台帳

事務を取り扱う。（総務省自治行政局通知）

１ 転出届の取扱い

窓口での転出届の受理及び転出証明書の交付が基本とされているが、 

郵便等を利用する方法により行わせることとして差し支えない。 

２ 届出期間を経過した者の取扱い 

転入、転居等の届出については、届出事由が生じた日から１４日以内 

に行わなければならず、正当な理由がなく当該期間を経過した者は科料 

に処すこととされているが、当分の間、当該期間を経過した者について 

「正当な理由」があったとみなす。 

○防疫活動について（環境課）

新型コロナウイルス感染症の急速なまん延を防止し、市民の安全と安心 

を確保することを目的として、感染症法第２７条及び第２９条並びに山口 

県感染症予防計画に基づき、山陽小野田市地域防災計画に示された防疫斑 

の活動に準じて消毒作業を実施する。 

１ 患者発生から消毒作業に至るまで 

ＰＣＲ検査の結果、陽性の場合は、保健所の職員が行動歴等を調査し、

調査の結果、消毒が必要となった場合は、県から施設の管理者等に消毒

を依頼（勧告）する。管理者等による消毒が困難な場合は、県又は市が

消毒を実施する。 

２ 防疫体制について 

・消毒作業に必要な装備品、車載品について調達済。

・消毒液について、次亜塩素酸ナトリウム 4,000ℓ（噴霧範囲を 240 ㎡

として住宅約 2,000 戸分に相当）を確保。

・消毒作業の方法、留意事項等について環境課内で確認済。
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